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結果の分析
評価の
妥当性

改善方
策の適

切さ

教務
課

○新学習指導要領の実施に
伴って、必要な整備（内規，評
価など各種業務）を行う。
○状況の変化に対応し，学習
環境を整える。

○新教育課程への移行に伴う内規や評
価方法，各種書類の修正､教科書選定
などの関連業務を正しく行う。
○コロナ禍での状況の変化に敏感かつ
適切に対応し，学習体制を整える。

○新教育課程の実施に伴う必要な整備について，R4年度
中に完成する。
○「学校はコロナ禍でも，学習活動や・・・。」の回答の「よく
あてはまる」が45％を上回る。

○新課程の評価について，評価の方法や観点別評価につ
いて必要な部分の修正を検討中。
○教科書選定を含む各種報告を滞りなく行った。
○内規について，今後各課・科等に協力を依頼し必要箇所
の修正・追加を行う。
○全学年一斉，または学年ごとのオンライン授業を実施
し，行事（中間考査・修学旅行）を円滑に行った。
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B
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○実際に新教育課程での評価を行った学年から
出た問題点等を確認し、教科主任、教育課程検
討委員会のメンバーと話し合いを行い、評価の方
法について大枠を維持しつつ新たな提案をした。
２学期期末から運用することとしており、今後、さ
らに検討が必要になれば、問題点等を把握し、よ
り良い方向に進めるよう努めていきたい。
○教科書選定等必要な事務作業については、各
係長を中心に滞りなく行われている。
○新教育課程に関する内規の加筆・修正につい
て取組が遅れており、今後関係各所と協力して
取り組むことが必要である。
○中間期以降、学級閉鎖等によるオンライン授
業の実施については、先生方の協力により円滑
に実施できている。アンケートの結果は今後集計
する予定である。
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○新たな提案の分析については、今
後評価を行った後に該当学年より問
題点を出してもらいながら検討するこ
ととしたい。
○事務作業については、役割分担が
あるのでなかなか難しい部分ではあ
るが、一人に負担を掛けることなく、
教務課全員で作業の内容を把握し、
お互いが補えるようにしていくことが
できればと思う。

妥当で
ある。

観点別
評価に
つい
て、適
切な評
価にな
るよう
に検証
を行う。

進路
指導
課

適切な進路情報を提供し，受
験に対応できる確かな　学力
を定着させる。
進路選択に関する基本知識
や、多種多様な入試制度･入
試の変更点等タイムリーな情
報提供を行うとともに，早期か
らの進路意識の高揚を図る。
学習活動を中心とした生活習
慣の早期確立を図り，実力考
査，校外模試，補習授業，土
曜講座を通して入試や就職試
験に対応できる学力の定着を
図る。

学年集会、ＣＣＴ、ＬＨＲ，また面接や懇
談を通してタイムリーな情報提供を行
い，生徒が希望する進路の実現を可能
にする。
進学や就職に対する幅広い視野や将来
に対する展望を持たせ、早期からの進
路意識の高揚を図るため，『進路便り』
を各学年年間１０回を目標に発行する。
予習，授業，復習のサイクルを確立さ
せ、１日平均180分（1,2年）の家庭学習
時間の確保を目指す。担任による個人
面接において，学習方法の指導を充実
させる。学年団教員と協力して，面接・
小論文指導などを行う。より高い進路実
現に向けて、粘り強く最後まであきらめ
ずに学習に取り組ませる指導を徹底す
る。

学校自己評価アンケートの「進路に関する情報が適切にさ
れている」の数値を上げる。
（Ｒ３年度　生徒94.2％、保護者90.1％）
普通科・国際情報科の94%が共通テストを受験する。（昨年
度93%）
民間企業への就職希望者が100％就職できる。

・２年生は模試や実力、学習実態調査などの行事に加えて
細かい情報まで進路通信として発信できているが、１年生
の情報発信の回数を増やす工夫が必要である。（現在2
号、同時期昨年9号、一昨年5号）
・１・２年の学習時間は目標に届いていない。２年は4月より
減少している.(普125分、国情136分、69分／目標180分） 1
年は例年に比較して少ないので（普通科、昨年-24分、一
昨年-51分）早急な改善が必要。３年は過年度と比較すると
多い。（普国170分昨年+20分、3年前+45分）最低の目標3
時間にはもう少しである。
３年生は全体として国公立志向が強く、この調子で学年全
体（普国）で共通テストに向て士気を高めていきたい。

B B

2年生については昨年度から引き続いて情報発
信が十分にできているが（前年度４、今年度11月
現在8）、１，3年生については回数が増やせてい
ない。（1年昨年度11、現在3、3年昨年度8、現在
5）　学校自己評価アンケートの「進路に関する情
報が適切にされている」の数値は生徒95.3％、保
護者85.4％である。
　2年生の普商の学習時間は前回よりも微増で目
標には届いていない。また国情は前回より大きく
減っている状態である。
　1年生については入学当初より学習時間が伸び
ず、回を追うごとに減少している。
　普通科、j国際情報科の生徒の共通テストの出
願率は97％であった。
　また、民間企業への就職希望者は全員内定を
もらうことができている。（8名）

Ｂ
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「進路便り」としての形式ではない
が、集会やSHRでは必要な進路関係
の情報は発信できていると考えられ
る。
　1年生は中学校生活の大半がコロ
ナ禍であり、学習習慣が定着しない
まま入学してきた可能性もある。
　現在の3年生は早い時期から国公
大学へ向けての指導ができているた
め、ほとんどの生徒が共通テストへ
出願することとなった。

妥当で
ある。

保護者
を対象
とした
進路情
報の作
成を行
う。

生徒
課

学校内外での諸活動を通じ
て、生徒が豊かな人間性や社
会人として必要な資質を身に
つけるための援助を行う。

・ＴＰＯに応じた態度の醸成を通じて、公
共心に富んだ社会人としての自立に必
要な情況把握力などを向上させる。
・.エビデンスを明示した論理的な対話に
より、交通法規も含めたコンプライアンス
の意識を高 めさせる。
・生徒会活動などの特別活動や部活動
に、本校の定めた活動目標や方針に基
づきながら効率的に取り組ませ、心身の
健全な成長を促す。

1.スカートなどの制服の着こなしや頭髪などの身嗜みを整
えられる生徒、積極的に挨拶できる生徒が昨年度より増加
している。
2.重大な交通違反や事故の件数が0となり、かつ学校自己
評価アンケートにおける質問「先生はいじめや生活指導上
の問題を見逃さずに対応している」「社会人としてのマナー
やルールを学習する機会がある」の生徒の肯定的回答が
90％以上になる。
　  　　　　 【昨年度 重傷を伴う事故0件，肯定的回答94％，
84％】
3.学業優先の意識を持ちながら、特別活動や課外活動に
能動的に参加できる生徒が増加している。
1及び3については、Google Workspace for Educationを使
用したアンケートに対し、年度内に改善したと回答する教
員がそれぞれ60％を超えている。

・極端にスカート丈が短い生徒は校内ではみかけない。新
仕様の制服も、卒業生からの無断の貰い受けも行われ、
採寸通りのスカートを着用していない生徒も現れてきた。気
になったときにその都度指導することが大切になってきて
いる。頭髪は男子生徒にツーブロックが現れ始めている
が、一律に禁止してはおらず、「やりすぎかどうか」で指導
の可否を決めている。
・挨拶はできない生徒もいる。自発的にできない生徒も挨
拶されれば返せる生徒が多い。教員ともども双方向の挨拶
を意識する必要がある。
・交通の重大事案はない。登下校のマナーで苦情が寄せら
れるケースもあるが、生徒は啓発されれば是正できてい
る。コンプライアンスという点では、特別指導を必要とする
生徒が例年に比較して増加傾向にある。
・生徒会活動についてはコロナ禍による制約を理知的に受
け入れている。部活動はコロナ禍による制限が多い中で、
多くの部が校内ルールを遵守しながら運営されている。
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・極端にスカートの短い生徒は、かつてのように校内外
でみかけなくなり、撲滅した状態を維持できている。頭髪
の指導は教員の感覚を大切に、「高校生らしさ」を基準
に指導しており、深刻な乱れは見られない。挨拶につい
ては、年々低調になってきている嫌いはあるが、きちん
とできる生徒も多数おり、生徒個人差が大きい。家庭教
育や部活動における指導における徹底の有無による格
差だと考えられる。
・重大な交通違反や事故はない。しかし、特別指導の件
数は昨年度比で増加している。その中にはいじめに類
する事案も含まれる。例年にない傾向としては、「三ない
運動」に反する事案、３年生２学期の事案、公然わいせ
つに相当する事案などが指導件数の中に含まれ、指導
内容が多様化している。
・学校祭などにおいてウィズコロナに早々に移行した他
校もある中、本校は昨年までに近い制限をかけている
が、生徒会執行部をはじめ一般生徒も規制を理知的に
受け入れてくれている。部活動がコロナのクラスター源
になっている場合があり、最終下校時刻の徹底ととも
に、規律ある運営が求められる。

Ｂ
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Ｂ
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・数年前に時間と労力を注ぎ、スカートの
仕様を変更したが、それは教員の服装指
導にかける労力の省力化を目的とした部
分もあった。今、結局は服装や頭髪、挨拶
の指導は教員のマンパワーに依らざるを
得ないという認識に戻っている。生活指導
全般は教員の優先順位の高い職務だとい
う認識の醸成が十分にできていない面が
ある。
・ルールがあればそれは守るという価値
観、コンプライアンスの意識は社会人とし
て不可欠だが、その醸成を意識しなけれ
ばいけない生徒を、それがマイノリティで
あっても日常的に見逃さない姿勢が教員
に必要である。
・生徒指導は対話によるべきものと考える
が、対話による指導が十分にできている部
分と、対象生徒が多すぎるために、できて
いない部分があると考える。困難な状況だ
がスタッフの増員など人的手当がないと、
克服しがたい面もあると考える。

妥当で
ある。

粘り強
い指導
を行う。

具体的目標

３　小中学校・地域との連携を進化させるとともに，中学校向け広報活動の充実を図る。

・コロナ禍であるが、オープンスクールを開催し中学生に本
校の魅力を発信することができた。今後は、保護者向けの学
校説明会、教員向けの説明会を開催する予定である。
・アドミッションポリシーをＨＰ等にて開示している。
・ツイッターを開設し、校内の様子をタイムリーに発信し、
魅力づくりを行い始めた。

該当す
る経営
目標の
番号

課・学科・
学年等

具体的計画 達成基準

中　間　期

1

・ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙを8月19日（金）に開催し、中学3年生に本校を紹介することが出来た。10月1日
（土）に中学3年生、保護者対象の学校設営会を開催した。10月25日（火）に中学校教員対象
の学校説明会を実施し、中学校側へ伝える機会を設けた。
・校外向けの学校紹介動画をYouTubeで配信することが出来た。
・スクールポリシーを作成し、本校の育てたい生徒像を明確に示している。

A　当初の見込みを超える取組を行うことがで
き，目標を上回る達成状況である。

B　当初の見込みどおりの取組を行うことがで
き，ほぼ目標どおりの達成状況である。

C　当初の見込みの取組を行うことができず，
目標を下回る達成状況である。

令和４年度　岡山県立西大寺高等学校　学校評価書

重点目標と評価 【中間評価】

２　生徒の思考力・判断力・表現力を高め，知識・技能の習得及び学びに向かう力の育成に
努める。
　（１）主体的・対話的で深い学びの実現を核とし，ICT機器も利用して授業力向上に努め
る。
　（２）生徒の活動を肯定的観点から評価し，エビデンスに裏打ちされた教育活動を行う。
　（３）総合的な探究活動等の充実を通じて，地域貢献意識や自己肯定感を高める。

・生徒の学力向上・課題解決のため、ＩＣＴ機器（グーグル
ワークスペース）を活用した授業等に取り組んでいる。
・特別活動、ＣＣＴ（総合的な探究の時間）については、各
学年の目標にそって、地域の課題やテーマ毎に産官学の方の
ご協力の下に講師、助言を行っていただき、地域課題から生
徒の探究活動につなげている。

１　学びの環境を整備し，生徒の能力を最大限に引き出す。
　（１）物理的・精神的環境を整え，生徒の心身の健全な成長を支援する。
　（２）進路指導（＝キャリア教育）体制を再構築し，生徒・保護者・地域の満足度を高め
る。
　（３）地域の人的・物的資源を活用しながら生徒の挑戦を支援し，生徒の希望の実現に努
力する。

・本年度もコロナ感染防止対策のため、学期の式辞等をリ
モートで行っている。
・各学年において、キャリア教育に関する体験活動が体系的
に計画実施され、生徒が適切な進路選択を行っている。ま
た、学年毎に「進路だより」を発行し、生徒、保護者の意識
の高揚に努めている。
・新学習指導要領対応の新教育課程が完成し、それに向けた
各教科･科目の授業改善･学習評価等の準備や大学入学共通テ
スト等に対応した教育課程の更なる改善を行っている。

新しい時代を生き抜く力を持った生徒
の育成

～自己肯定感を高め，進路目標に
向かって主体的に学ぶ生徒の育成～

学校
経営
目標

評価基準

学校関係者評価

【最終評価】

・新型コロナウイルス感染防止による行事の精選を検討しながら、学園祭では、生徒会が主体
的かつ能動的に、全校生徒へ呼び掛け、ソーシャルディスタンスを保った学校祭を開催し、修
学旅行は北九州方面日程等にて実施した。
・GSWの活用による授業実践を通して、生徒一人ひとりの進路実現に必要な学力は概ね身に
つけている。新教育課程の実施。学習評価の検討を行い実施している。また大学共通テストへ
の対応、入試体系の変更について生徒保護者への指導体制の共有化を図っている。
・新型コロナウイルス感染拡大予防対策として、校外での社会貢献活動が出来ない現状であ
るが、「FMレディオモモ”ラジオ西大寺”」への放送、「五福どおりプロジェクト」の活動や東区役
所主催の協働プロジェクトに参加等、現状を確認しながら、出来る範囲での活動を行ってい
る。

・9月14日（水）に中国銀行西大寺支店より行員をお招きし講演会を開催し、生徒へ、金銭に関
する知識向上を図ることが出来た。また、9月29日（木）西大寺小学校いて租税教室の開催と
12月に金融金銭アドバイザi-の講演会も継続実施した。
・国際交流関係では、イングリッシュキャンプは校内にて2日間の日程で実施し、英語コミュニ
ケーション能力の向上と異文化理解を図ることが出来た。また、近隣専門学校等からの外国
人を講師に招いた異文化理解講座をオンラインにて実施した。
・主体的・対話的で深い学びを実現させるために、OJTチーム研修を継続開催し、学力向上・
魅力ある学校つくりについて「よくする会」を開催し魅力創りに取り組んだ。
・「総合的な探究の時間」（CCT活動）にて、地域や社会の課題解決に向けた取組を実践し、本
発表を、大学教授、企業関係者、地域関係団体を講師に招き実施した。

年　度　末

改善のための方策

○評価については、より良い方向に持っ
て行くために他校の情報も仕入れつつ、
本校の実情に合ったものとしていくこと
が重要である。そのために、実際に評価
を行っている学年だけでなく、学校全体
として新課程の評価について考える必要
があると思われる。
○教務課の仕事について、各係の年間
スケジュールを作成することで作業時期
を確認し、なるべく偏りがでないようにし
たい。

　学年の進路指導課の教員が少ないた
め、情報の発信を複数の教員で分担し
て行う。
　学習時間の確保については、教科によ
る課題の工夫や、担任の先生による面
談等でも指導していただいている。改善
のためには外部講師による啓発や他校
のデータや成功事例等の情報を集めて
生徒に刺激を与えたい。

・生徒と対立的構図を作らずに、厳しく指導し
ていくためには、生徒のネガティブな感情が特
定の教員に向かないように、チームでの対応
が欠かせない。生徒課・学年団という教職員
の中にあるチームが共通認識をもって取り組
めるような体制を、異動があっても確立できる
ようにする。
・問題行動は未然防止が理想だが、生徒の内
面までの把握は難しく、簡単なミッションとはい
えない。現実的には問題行動が発生した後が
勝負になると考える。当事者には丁寧に指導
し、愚犯行為を繰り返させないことはもちろん、
個人情報に配慮しながら、愚犯の周辺にいる
生徒にも、自らの問題として考えさせるような
働きかけが必要である。
・いじめ防止対策推進法に象徴されるように、
子どもを取り巻く社会問題の解決は学校現場
に委ねられる傾向が強い中で、教員は教育の
プロとして、それに対応していかなければいけ
ないが、人手は必要である。教員集団の年齢
構成も重要である。
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改善のための方策

厚生
課

・校内美化に力を入れ、教育
環境の整備に努める。
・生徒の心身の健全な成長を
支援する。

・教室環境を整備するとともに、清掃状
況をチェックし、トイレ清掃を徹底する。
・教職員が体調不良者への対応を適切
に行うことができるよう、研修や情報共
有の徹底を図る。

・学校自己評価アンケートで「校内美化が図られ、落ち着い
た教室環境が整っている」の教員と生徒の肯定的回答が
上昇する。　　　（Ｒ３年度　教員81.8％、生徒74.7％）
・学校自己評価アンケートで「怪我や体調不良の場合に適
切に対応してくれる」の生徒と保護者の肯定的回答が９
５％を維持する。　（Ｒ３年度　生徒96.7％、保護者95.8％）

・トイレの清掃状況は概ね良好で，教室の環境整備も問題
はないと考えられる。しかし、廊下や階段など、清掃時間に
清掃しにくいことが問題点としてあげられる。対策が必要
か。
・体調不良の生徒に対しては、すべての教職員で適切に対
応できている。学年団、また全学年で情報共有や研修など
も出来ている。

B
B

B

・「校内美化」に関する学校自己評価アンケート
結果は、
　教員77.8％（←81.8）、生徒75.9（←74.7％）
重点的にお願いしているトイレの清掃、教室の環
境整備等については概ね良好であると思われる
が、廊下や階段・渡り廊下など掃除時間に人通り
が多い場所や教員1人当たりの担当が多い場所
では清掃に苦慮している場面がある。
加湿器、サーキュレーターは予算的にも潤沢で、
適宜更新・増設できており、感染症対策に取り組
めている。
・体調不良者への対応についての学校自己評価
アンケート結果は、生徒97.1％（←96.7％）、保護
者91.2％（←95.8％）
体調不良の生徒への対応は適切に行っている。
保健室、学年団、担任で連携を密にして連絡漏
れの無いよう情報共有が出来ている。また、保護
者への連絡も昨年までと同様に適切に行い、生
徒、保護者に対して安心感を与える対応が出来
ていると思われる。

C

B
B

・校内では、トイレの改修が少しづつ
進んでおり、きれいなところをきれい
に使おうとする気持が向上すると思
える。しかし、生徒のアンケート結果
では数値は横ばいであるにもかかわ
らず、教員は清掃や整備が行き届い
ていないと感じており、実際にそのよ
うな場所があるのも事実である。
・コロナ禍の中で日常生活・学校生活
における様々な制約が心身の健康に
対して悪影響を及ぼしているが、コロ
ナ感染の状況変化に合わせ、保健委
員会からの呼びかけや健康観察実
施定着への対策を生徒主体で行って
おり、生徒の数値は良好である。保
護者の数値の低下は、長引くコロナ
禍での出席に関する不満等も含んで
いるのではないだろうか。

妥当で
ある。

適切で
ある。

図書
課

・図書館を活用した探究活動
の充実を図り読書に親しむ態
度を育てる。
・視聴覚･情報処理関連機器
の活用頻度を向上させる。

・図書委員会活動の充実と，授業での図
書館利用を促進し，読書への関心を深
める。
・継続した情報提供と機器の整備・保守
により利便性を向上させる。

・授業・ＣＣＴ・ＬＨＲでの図書館利用時間数が1年で150時間
以上，貸出冊数が5,500冊を越える。
・３冊以上借りる生徒数が60%を超える。
・ChromebookをはじめとするICT機器メンテナンスの最新情
報提供を年に５回以上行う。

・1学期の貸し出し冊数生徒2381冊（昨年2974冊）、3冊以
上借りる生徒32％、図書館利用時間60時間になっている。
・国語科の先生のご協力のもと、生徒が図書館を訪れる機
会が増え、リピータが増えつつある。セレクトブックもクラス
によってはよく読まれている。
・教員へは２回，生徒へは１回情報提供した。普通教室の
視聴覚機器の点検は，毎月できているが，２２６教室の物
品が不明である。また，特別教室の視聴覚機器の点検が
できていない。共用のＰＣやクロームブックは適正に保守が
できている。

B
B

B

12月末現在（4月から7か月間）・授業・ＣＣＴ・ＬＨ
Ｒでの図書館利用時間数がで185時間、貸出冊
数が5,488冊。
・３冊以上借りる生徒数が60%。
・ChromebookをはじめとするICT機器メンテナン
スの最新情報提供を5回行った。
・普通教室の物品点検は月1回できているが，特
別教室までは至っていない。予備のクロームブッ
クの保守はできており，また，共用のPCも更新で
きた。

A
B

B

ビブリオバトルや弁論大会、百人一
首大会などイベントがある度に国語
科の先生方と協力して図書館利用と
本の貸出を勧めた結果、2学期後半
から好転した。図書委員によセレクト
ブック（読書推進活動）の効果もあっ
た。
・周知のための情報提供なのでご一
読いただけるように工夫したい。

妥当で
ある。

適切で
ある。

教育
相談
室

・心に悩みを持つ生徒やその
保護者が安心して相談できる
環境の整備に努める。

・休みがちな生徒・不登校生徒・保健室
頻回利用者の情報を的確に把握し、必
要に応じて生徒課とも連携し、チームで
迅速な対応をする。
・情報把握の手段として、「気づきシー
ト」を積極的に活用する。必要に応じて
アセスメントシートを作成し、対応の課程
を的確に把握する。「気づきシート」は改
訂を加え、生徒について多面的に把握
できるようにする。
・要支援と判断された保護者に対して、
積極的な情報提供に努める。
・思春期相談の開催について、保護者
へはメール配信で、生徒へはGoogle
Workspaceで周知する。

・月に１回以上、情報共有のための会議を開く。提案された
対応策については、担任等に迅速に伝達する。
・月に１回以上、相談室から学年団への情報共有を行う。こ
れにより休みがちな生徒・不登校生徒・保健室頻回利用者
等の情報が気づきシートに蓄積され学年の中で共有され
る。
・ICTを通して周知することにより、学校自己評価アンケート
「悩みを気軽に相談することができる」の肯定的割合を
75％以上とする。（R３年度生徒78.9%、保護者75.0%）

・月に１回ペースで係会議を開き、各学年の係や保健室か
らの情報を共有し、生徒の状況を確認しながら、対応策を
協議している。
・相談室から気づきシートへの情報の更新を行い、情報共
有を充実させることができた。気づきシートの内容を回覧し
ている学年もある。
・不登校傾向の保護者への支援を行っている。
・思春期相談の開催について、保護者へメール配信で周知
を図っている。また、西大寺高校のホームページに教育相
談室の内容を更新した。 B

B
B

B

 ・月に１回係会議を開き、各学年の係や保健室
からの情報を共有、会議生徒の状況確認と対応
策を協議した。特別支援コーディネーターと連携
したケース会議も実施し、該当生徒について協議
した。心理テストQUの実施後は結果について説
明会を開催し注意が必要な生徒の把握を行っ
た。
・相談室から気づきシートへの情報の更新を行
い、情報共有を充実させることができた。担任や
学年主任が情報を入力するなど、気づきシートが
定着しつつある。
・気づきシートに生徒課の生徒指導状況も閲覧で
きるよう改訂した。生徒把握の参考になってい
る。
・不登校傾向の保護者への支援を行っている。
・思春期相談の開催について、保護者へメール
配信を活用し周知した。
・自己評価アンケートの「悩みを気軽に相談する
ことができる」の肯定的割合は、生徒78.7％（昨
年78.9％）、保護者76.6％（昨年75.0％）であった。

B
B
B

B

・気になる生徒の情報共有は気づき
シートを通じて定着しつつある。生徒
指導の情報が把握できるので、参考
になっている。
・思春期相談は11月末現在２６件で１
年生１５名、２年生７名、３年生４名の
利用だった。２６件の内、保護者の相
談は１８件で生徒より保護者の利用
が多かった。相談件数は昨年度（３９
件）より少ない。

妥当で
ある。

適切で
ある。

普通
科

キャリア教育の推進を通し
て、各学年の段階に応じ、人
生設計の一部としての進路意
識を持たせ、生徒一人一人の
目標達成のために取り組む
力をつけさせる。

進路指導課・学年・担任・教科と連携し、
ＬＨＲ・ＣＣＴ・担任面談を通じて進路（学
習）への意識を高め、進学を見据えた学
習活動の充実に向け働きかける。特
に、１年次の文理選択LHRを　科集会と
して行い、将来を見据え２・３年時にぶれ
ない選択をさせる。

学年団・進路・教務課と連携して日程調整をして、夏休み
前にLHRで科集会を持ち、文理選択を説明する。
・学校自己評価アンケート「進路に関する情報が適切に提
供されている。」の項目のマイナス評価の割合が５％以下
【Ｒ３年度5.8％】

・科集会については実施できていないが、CCTを通じて文
理選択について意識づけをしたり面談を通じて、成績だけ
ではなく生徒の進路志望による文理選択ができている。

B
B

B

・ＣＣＴを通して文理選択について意識付けしたり
面談をしたりして、成績だけではなく生徒の進路
志望による文理選択ができた。学校自己評価ア
ンケート結果については１年生のデータのみの結
果で「進路に関する情報が適切に提供されてい
る。」の項目のマイナス評価の割合が２．９％と
なった。

Ｂ Ｂ

新教育課程に合わせた文理選択に
ついては、生徒の進路意識に合わせ
て説明ができている。各大学公表の
受験科目をみて教務や各教科と協力
しながら適切な教育課程の設定をし
ていく必要がある。

妥当で
ある。

適切で
ある。

1年

家庭学習習慣を定着させ，学
習を中心に据えた基本的な生
活習慣の定着を図る。その際
chromebook等のICT の効果
的な活用を適宜行う。

普通科と国際情報科においては、授業
中心の学習スタイルを定着させ、週末課
題等も活用し週あたり一日平均の家庭
学習時間を３時間以上確保させる。商業
科においては各種検定の取得に向け、
計画的・自主的に学習に取り組ませる。

・普通科・国際情報科では家庭学習時間の定着が図られ、
週あたり一日平均の学習時間が3時間以上の割合が30％
以上となっている（R3年度　22％）。
・商業科は検定合格率が85％以上となっている（全商検定
合格率　R3年度　79.3％）。

・chromebook等のICT の活用については先生方の尽力で
効果的な活用を適宜行うことができている。
・家庭学習習慣の定着については、学習実態調査による
と、普通科・国際情報科での３時間以上学習時間を確保し
ている生徒が４月で21.3％、６月で19.8％という状況であ
り、担任面談、教科面談等を行うなどして継続して指導をし
ていく必要がある。

B B

クロムブック等のICT活用による基本的な生活習
慣の定着については、担任の先生方がクラスの
実情に合わせて柔軟に活用し効果をあげてい
る。家庭学習時間の確保については、10月調査
では3時間以上学習している生徒（普通科・国際
情報科）が14.5％（前年16％）と達成基準の半分
未満であった。

A
B

B

家庭学習時間の確保については、教
科担当やクラス担任等、多くの手段
でアプローチを試みているが現在の
ところ改善が見られていない。課題の
提出状況については、教科、クラス等
で若干のばらつきや提出できない生
徒の固定化がみられるものの、取り
立てて悪い状況ではない（課題への
取り組み方は改善されている部分が
みられる）。

妥当で
ある。

適切で
ある。

1

・思春期相談の生徒利用を促進するた
め、クラスルームでの連絡の回数を増や
す。
・ストレスをコントロールするためのアド
バイスを発信する。

各大学公表の入試科目を参考にしなが
ら、生徒が自分の希望する進路に向け
て主体的に学習に取り組めるよう、教育
課程の細かな見直しを行っていく。

細かな指導にも関わらず、現段階では改
善がみられていないが、特効薬的な方
法はないと考えられる。週末課題等の分
量の調節や行事（定期考査、実力考査、
校外模試等）に合わせた雰囲気づくりを
行うとともに、進路指導（志望の具体的
なイメージづくり）とリンクした揺さぶりで
学習する意義を確認させる指導も粘り強
く行っていく。

・老朽化した施設の改善が必要である。
しかし急速な改善は望めないため、生徒
教員でできることを考え、整美委員会の
活動を活発化することを中心に、全校生
徒に清掃活動の徹底と、校内美化の意
識向上を図りたい。
　
・コロナ禍において、教員、生徒に負担
が増大する中でも、安心できる学校生活
環境を作っていく。保護者からも十分な
理解と協力が得られるよう連絡を十分に
取りあって、生徒の心身の健全な成長を
サポートできる体制を確立したい。

今年度はClassroomを通じて司書による
本の紹介を頻繁に行ってきた。また図書
館内のテーマごとにディスプレイをしたり
図書館外にも本を並べるなど生徒に本
が届く工夫を凝らした。しかし、放課後の
生徒の図書館利用状況を見ると、課題
や勉強をしている生徒が多く、本を読ん
でいる生徒は少数である。1，2年生が全
員クロームブックを所有するようになり、
アプリを使って無料の本を読む生徒も増
えてきている。電子本もよいが、紙の書
籍の良さをもっと生徒に伝えられるよう
にしなければならない。
・周知のために時間を割いたり，点検に
回る人員を増やしたりする。
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改善のための方策

2年

CCTにおける探究活動を通し
て、課題解決・進路実現に向
けて主体的・自主的に取り組
むことができる生徒を育成す
る。

○地域の人的・物的資源等を活用し、課
題解決に向かって意欲的に取り組む指
導を行う。
○探究活動や面談を通して、自分の進
路や夢（目標）について考えさせる。

○進路志望調査においてその他(多くは未定)の生徒が１０
人以下となる。
【現状】１年次の第２回進路希望調査ではその他(多くは未
定)が11名であったが、第３回では15名に増加している。
○探究活動において、２チーム以上の生徒が外部の発表
会に参加をする。
【現状】過去２年はそれぞれ１チームが外部の発表会に参
加をした。

・第１回進路希望調査のそ の他 (多くは 未定 )18名 (商
16/79、普2/159)、第２回進路希望調査は11名(商10/79、
普1/159)と減少傾向にある。担任による面談、進路通信な
どの細やかな指導により進路が定まりつつある。
・探究活動について、現在８グループが外部での発表を希
望していおり、探究フォーラムやBeliveに参加予定である。
１学期の最後の授業(6/28)から２学期最初の授業(9/13)ま
で２か月以上のブランクがあり、再始動が上手くできるか不
安はあるが、把握しているだけでも夏季休業中に10グルー
プ以上がインタビュー活動やアンケート活動など自主的な
活動を行っている。校内外の発表に向けてしっかりと指導
をしていきたい。

A
B

B

第３回の進路希望調査は１月に行われる予定で
ある。探究活動が進路を考えるきっかけとなった
生徒は50%程度である。
探究フォーラム、探究活動プレゼンテーションに
はそれぞれ2チームが出場する予定となってい
る。 B

A
B

探究活動と進路が結びついている生
徒は多くないが、度重なる担任の面
接指導により、進路希望が明確に
なっている生徒は増加をしてきてい
る。

妥当で
ある。

適切で
ある。

3年

進路実現に向けて，適切な進
路指導を行い，生徒の能力を
最大限に引き出し，進路目標
を実現させる。

進路情報の提供，個に応じた面談，
CCTや授業における進路学習，保護者
と教師の連携

・学校自己評価アンケート「進路について，担任や進路指
導課の先生が相談にのってくれる」に対して全科生徒の肯
定的評価が90%以上になっている。　【R3年度3年次　肯定
的評価91.1%】
・国公立大学現役合格者（普通科・国際情報科）が延べ40
名以上になっている。【R3年度39名】

・アンケート・国公立大学合格者は年度末に判明するが，
生徒は進路についての相談や質問を積極的に行っており，
今までの進路指導の成果が出ている。6月の進路志望調
査における国公立大志望者は，普109名，国22名で昨年度
よりも多く，意識づけを含めた下準備はできている。
・国公立大総合型については，指導の割り振りをし，指導
体制はできている。国公立大学校推薦型もこれから割り振
る予定で，入学者選抜本番までしっかりと指導にあたりた
い。

B
B

B

・左記アンケート(生徒)の肯定的割合は97%で
あった。親身になって生徒と向き合ってきた結果
である。
・国公立大学合格者は年度末に判明するが，11
月の進路志望調査における国公立大志望者は，
普88名，国15名で昨年度よりも多く，生徒への意
識づけ及び準備はできている。国公立大学総合
型及び学校推薦型は学年団を中心として割り振
りを行い，指導にあたってきた。R4.12/19現在
で，国公立大総合型CT無(普国)合格者4名[昨年
度4名]，国公立大学校推薦型CT無(普国)合格者
11名[昨年度9名]である。
※今後[1月以降]判明する合否状況に関しては，
「昨年度はいなかったCT有総合型の１次合格者
がいること」「模試のデータから，CT有学校推薦
型選抜や一般選抜において合格可能性がある
生徒は昨年度より多いこと」から，例年を上回る
実績を残せる可能性が高い。最後まであきらめ
ない指導をしたい。

A
B

B

国公立大の総合型と学校推薦型の口頭試
問及び小論文については割り振りをして，
始業前・昼休み・放課後も含めて，できる
限りの時間を割いて指導していただいた。
面接も，担任・学年団中心にしっかりと指
導した。また，他学年の先生にも協力をい
ただいた。その結果，多くの生徒は自信を
もって臨むことができた。これらが今回の
良い結果を残した要因である。
また，今まで視野を広げるように指導して
おり，県外も含めて幅広く受験させたことも
合格者を増やした一因である。
一方，一部の生徒の地元志向が強く，校
内選考で漏れたり，倍率が高いところを志
望して不合格になったりするケースもあっ
た。加えて，総合型や学校推薦型に関する
資料があまり残っていないため，経験が少
ない教員が指導するのに苦労するというこ
とも課題としてあげられる。
昨年度は中期と後期も合格者が合わせて
１名だった。コロナ禍では特に最後まで粘
る指導が必要である。

妥当で
ある。

適切で
ある。

総務
課

・「総合的な探究の時間」等の
充実を通して生徒の地域貢献
意識や自己肯定感を育む。

・各科，課，教科，ＣCT運営委員会との
連携を深め，生徒の活動が充実できる
よう連携できる機関や人的資源を開拓し
広げていく。
・ルーブリックを用いながら活動と評価を
連携させていくことにより，生徒自らが探
究のプロセスを体感できるようサポート
体制の充実を図る。

・学校自己評価アンケートにおいて「総合的な探究の時間
等の取り組みを通じて自ら課題を見つけそれについて考え
学ぼうとしていく力が身についた」が90％を超えている。
・ルーブリック評価において，年度当初よりも「本校で育み
たい力をまんべんなく（具体的には５～６つの力を）伸ばす
ことができた」と各学期の振り返りの中にて回答する生徒
が各学年末には５０％を超えている。

・外部との連携は岡山商工会議所西大寺支所を中心に少
しずつ範囲を広げることができている。1年生の探究活動で
は、地域や外部の出前授業制度を利用し、講演会を実施
する予定。2年生のプレゼン発表では外部ゲストを招いて
講評をしてもらい、生徒へのフィードバックを行う予定。各課
と各教科との校内での連携が課題。
・ルーブリックを用いた活動が始まったばかりで、まだまだ
課題がある。指導する側もこのルーブリックを意識しながら
生徒をサポートしていく必要がある。1年生は2学期から本
格的にスタートするので、活用できるように各担当者に指
導していきたい。

B
B

B

・１年生は，１０月に外部より講師を招いて講演会を実施
した。環境・観光等様々な分野から計７名の講師の方々
を迎えた。商工会議所をはじめ，民間企業や大学等と連
携をすることができたので，今後も生徒の活動が充実し
たものとなるようつなげていきたい。2年生については，
今年初めて，岡山大学を中心に外部より講師を招いて
本発表を実施した。講師の先生方からの，的確で広い
視野からのアドバイスをいただくことで生徒達も多くの気
づきや学びを得ることができた。
・学校自己評価アンケートにおいて、「CCT」での取組に
対して肯定的意見の割合が90％となり昨年度並みで
あった。
・ルーブリックでの評価の達成状況は，まだ活動途中で
あるため3学期に振り返りを行いながら確認する予定。

B
B

B

・CCT運営委員会をうまく活用でき
ず，組織的に動いていくことができな
かった。持続可能な運営にしていくた
めに
学年団や他の課との連携が課題で
ある。

妥当で
ある。

適切で
ある。

学力
向上
委員
会

・主体的・対話的で深い学び
を実現し，学力向上に資する
授業力向上を図る。
・新学習指導要領実施に当た
り，目標と評価の一体化につ
いて研究を深め，情報を共有
する。

・ＯＪＴチーム研修や相互授業参観を通
じて授業力向上に関する課題の共有，
実践を行う。
・生徒向け授業アンケートを年2回実施
し，授業改善に役立てる。

・相互授業参観または公開授業参観を実施した教員の割
合が100％（教員）【前年度実績なし】
・学校自己評価アンケート「授業の進め方等に工夫が見ら
れ，分かりやすく充実した授業である」の項目のマイナス評
価の割合が15％以下【R３年度16.8％】

・相互授業参観については、1学期に連絡したのみで準備
ができていない。１１月の実施を目途に準備をしていく。
・学校授業評価アンケートについては、現在各教科に入力
をしていただいたところである。今後、各教科に結果を還元
し、授業改善に役立てていただけるようにする。 C

B
B

・相互授業参観については、11月中に実施してい
ただけるようお願いした。グループによって参観
を早めに実施したグループと実施ができていない
グループがある。
・学校評価アンケートの依頼が徹底せず、実施結
果提出が一部の先生方にとどまっている。出して
いただいた教科については結果を還元する。

B
C

B

・相互授業参観、授業評価アンケート
いずれもゴールのイメージを先生方
に共有できていないことが徹底しない
原因の一つである。
・授業評価アンケートをクロムブックで
行ったが、9月はクロムブックから行
政系パソコンにデータを移動させるこ
とが煩わしかった。

妥当で
ある。

適切で
ある。

国情
科

４技能を意識した授業と生徒
が主体的に課題を見つけ学
ぶ授業を展開し、留学生との
交流会やイングリッシュキャン
プなどの行事を通して異文化
理解を深めさせる。

・主体的・対話的で深い学びの実現に向
けた授業の評価と改善を行う。
・１・２年生の授業や行事でＣｈｒｏｍｅｂｏ
ｏｋ等のICTを効果的に活用する。
・地域の学校機関と連携し、留学生との
交流会を実施する。

・観点を示したパフォーマンステストを学期に1回実施する。
・行事や授業アンケートにおいて、「ICTを活用することで授
業（行事）での英語理解が深まった。」と回答した生徒の割
合が７0％以上となる。
・地域の学校の留学生との交流会を年２回実施する。

・１・２年生の授業において、ALTと協力してスピーキングテ
ストやライティングテストを実施した。
・ITビジネスカレッジと連携した留学生との交流会を6月に
実施し、本校２年生が西大寺の魅力について紹介した。第
2回は10月実施予定である。

B
B

B

・1・2年生の授業において、1・2学期ともにスピー
キングテストやライティングテストを実施できた。
・「ICTを活用することで授業（行事）での英語理
解が深まった。」とアンケートで回答した生徒の割
合は82％であった。
・ITビジネスカレッジと連携した今年度2回目の留
学生との交流会を10月に実施し、本校1年生が日
本文化を紹介した。

B
A
B

B

・パフォーマンステストは計画通り実
施することができた。
・1・2年生ともにクロームブックを所持
しており、授業や行事で効果的に活
用することができた結果、英語に対
する理解も深まったと考えられる。
・ITビジネスカレッジとは昨年度から
連携を図っており、本校生徒・留学生
への活動内容についてのアンケート
でも、概ねよい評価であった。

妥当で
ある。

適切で
ある。

商業科

ビジネス活動に関する専門的
な学習を深め、関連する検定
や資格を取得し、社会貢献で
きる人材を育てるとともに、新
学習指導要領実施の検証及
び継続的な取組みを進める。

・地域の人的・物的資源を活用して、ビ
ジネスマナーの向上や国内外の経済事
情の把握、金融・金銭教育（租税教育，
商品開発を柱として）の充実、勤労精神
や地域社会貢献に対する意識を持た
せ、周知する。また、新しく導入された情
報教育機器が利活用しやすい環境を整
備する。
・新学習指導要領実施に伴う検証と継
続的な取組みとして、現行科目及び新
科目における教材・教具及び指導法の
準備及び研究を進める。また、生徒一人
一台端末を軸としたＩＣＴ活用授業につい
て、より効果的な研究と実践を進める。

・金融教育（租税教育，商品開発）を柱として、ビジネスマ
ナーや経済事情に関する講演会等の実施及び商品販売に
関する地域社会貢献活動における満足度が90％を超えて
いる。また、行われた活動をすべての生徒に周知する。【令
和３年度　88％】
・インターネットに接続され、かつ様々な情報を処理するた
めに必要なハードウェアやソフトウェアが整備されている。
・新学習指導要領実施に伴う検証と継続的な取組として、
現行科目及び新科目において、外部の情報を収集しなが
ら具体的な教材・教具及び指導法の準備ができ、教員の意
識も高揚し、実践に向けた準備が整う。ICT活用授業につ
いては，科内で効果的な指導法について適宜情報共有し，
生徒がICTを活用し，互いの考えを交換したり，共有したり
する授業ができる教員が90％を超えている。

・１，2年生は「ビジネスマナー講演会」(8/22，8/23)，３年生
は「金融・経済・ビジネスマナー講演会」(9/14)を実施し，感
想文記述から満足度はほぼ100％であった。地域貢献の行
事として，課題研究「商品開発」及び「開放講座」講座の生
徒が，地域の有識者や団体が主催するセミナー等に参加
し，本校Ｗｅｂページ上等で周知した。
・図書課情報管理係や事務室と連携しながら，情報教育機
器の安定稼働に努めた。
・本校の商業科におけるカリキュラム・ポリシー(教育課程
編成・実施の方針)検討や新学習指導要領の内容に関する
研修会及び教科「商業」の授業力向上のための各分野に
おける研修会にも参加し，科内で情報共有した。授業の進
捗状況は，商業科教員間で連絡調整をしながら共有し，機
会を捉えて，授業における課題や指導法についての研修
を各科目担当者間を中心として行った。ICT活用授業につ
いては，タブレット端末を活用し，リモートで授業をした教員
が90%を超えている。後半に向けて取組みをさらに加速させ
たい。

B
B
B

B

・１，2年生は「ビジネスマナー講演会」(8/22，8/23)，３
年生は「金融・経済・ビジネスマナー講演会」(9/14)を実
施し，感想文記述から満足度はほぼ100％であった。さ
らに、３年生には、「ライフプラン設計(教育資金，住宅資
金，老後資産等)講座」も実施計画している。生涯にわた
る金銭・経済活動の一助になると思われる。　また，地
域貢献の事業として，課題研究「商品開発・開放講座」
講座の生徒が，地元企業や関係団体と連携し「東区お
みやげ開発プロジェクト」に参加し，商品開発に取り組ん
だ。小学校への出前講座として、「租税教室」を実施し、
高校生が児童に向けて、税の仕組みを授業した。これら
の関連行事は，報道や本校Ｗｅｂページ上，商業科集
会，校内掲示物等で周知した　　　。
・図書課情報管理係や事務室と連携しながら，情報教育
機器の安定稼働に努めた。運用、稼働は順調である。
・年間を通じて，商業に関する学校外での研修会に教員
が参加し，商業科内で情報を共有できた。。ICT活用授
業については，タブレット端末を活用し，リモートで授業
をした教員は100%である。

B
B
B

B

・地域の人的・物的資源を活用した各
種講演会や地域貢献活動への満足
度は高いと言える。校外での活動取
り組みが、生徒自身のキャリア形成
に大きく役立っている。今後も継続し
た取組みをしていきたい。
・情報教育機器の安定稼働に努め
た。運用、稼働は順調である。
・商業科目はいくつかの分野（大きく
４つの分野）があり，学校外での研修
会の資料や成果を，資料回覧や担当
者間研修，資料整理等で共有するこ
とができた。　　また，岡山県商業教
育研究大会にも多くの商業科教員が
参加し，最新情報の収集にも努め
た。日々の教材研究、授業展開、進
路指導等に大いに役立っている。

妥当で
ある。

適切で
ある。

1

2

・地域の人的・物的資源を活用した各種
講演会や地域貢献活動への参加は，校
内で体制づくりをしっかりしながら進めて
いく必要がある。
・情報機器更新など、新たな構想に向け
た準備及び運用は，県関係機関や事務
室等と連携しながら今後も進めていく必
要がある。
・商業科内，各学年及び科目担当者間
において，新学習指導要領の趣旨を生
かした主要科目の指導計画書の共同作
成や情報共有により，授業改善や授業
力向上につながると考える。また，教育
課程編成については，生徒の進路希望
先を考慮したり，学校全体(普通教科と
の連携)を意識して進めていく必要があ
る。

探究活動が世の中に関心を持たせる
きっかけとなった生徒は多いが、進路を
考える材料となった生徒は少ない。
探究活動を進める中で、自分ごととして
とらえることができるようなテーマ設定を
行う必要があると感じた。1年次からの継
続的な活動が必要である。

・今後はパフォーマンテストの学年ごとの
評価基準作りを進めていく。
・特に行事でのICT機器の活用について
研究・推進を行い、「ICTを活用すること
で授業（行事）での英語理解が深まっ
た。」とアンケートで回答した生徒の割合
が90％以上を目指す。
・ITビジネスカレッジとの年2回の交流会
を継続実施する。また、西大寺の町を実
際に案内するなど、次年度に向けて活
動内容をさらに工夫する。

・今一度CCTを運営していくにあたり，ど
ういった形で進めていくのがいいのか，
検討する必要がある。

教員に対しては，大学説明会に多く参加しても
らうなどして総合型と学校推薦型の知識を増
やしてもらう必要がある。その後，分担や今年
度の指導方法など，今年度の良かったところ
を来年度に引き継ぐことが重要である。進路指
導課会議や検討会での情報共有が求められ
る。これらのことを学年団としてどんどん行って
いったが，進路指導課にイニシアチブをもっと
とっていただけると助かる。また，総合型や学
校推薦型に関する資料を残し，次年度に引き
継ぐことも必要になってくる。
生徒に対しては，幅広い視野（地元だけでなく
県外）をもたせる面談や個別指導を行うことも
重要になってくる。危機感が薄い生徒も存在す
るため，試験準備の進捗状況を確認しながら，
指導にあたっていくことが必要である。また，
中期と後期まで受験を勧め，最後まで粘る指
導を行う必要がある。

・2学期以降、クロムブックで集めたデー
タを行政系パソコンで処理しやすくなった
ため、そのことを周知する必要がある。
分かりやすいマニュアルを共有できるよ
う工夫したい。
・職員会議で相互授業参観の総括をす
る時間をとるなどの工夫が必要である。
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課・学科・
学年等

具体的計画 達成基準

中　間　期 学校関係者評価年　度　末

改善のための方策

1年

CCTにおける進路研究や探
究活動、また社会貢献活動等
の様々な活動を通して社会性
や規範意識を養い、自己肯定
感を高める。

大学訪問や出前授業、CCT等において
chromebook等を活用して情報収集・分
析を行い、学問や進路についての理解
を深め、興味を広げていくとともに，自己
の生き方について考えさせる。

学校自己評価アンケートにおいて、「将来の進路や生き方
について学習する機会がある」の項目に肯定的に答える生
徒の割合が85％以上になっている（R3年度83.6％＊1年生
のみ）。

・夏期補習中も含めてCCTの時間には、主にchromebookを
使って学問や自分の進路について考える時間は確保でき
た（コロナの影響を受けた生徒はいるが）。学年集会等で
大学研究（大学訪問等）を勧めてはいるが、さらに深化させ
るために引き続き、大学訪問やボランティア等の企画に参
加するよう指導する必要がある。 B B

学校自己評価アンケートの【将来の進路や生き
方について学習する機会がある】の項目につい
ては、96％(1年のみ)が肯定的な評価をしてい
る。

B B

1年次のCCTの時間の前半を進路学
習、後半を探究学習として十分な時
間が生徒に提供できていることがこ
の結果につながっていると考えられ
る。 妥当で

ある。
適切で
ある。

２年

Chromebook等のICT機器を
効果的に利用することにより
家庭学習習慣の定着を図り、
生徒の学力の向上を目指す。

○Chromebookによる課題配信、予習・
復習の指導等を通して、家庭学習時間
を確保させる。
○週末課題や小テスト、補習、土曜講座
等を通して基礎学力の定着を図る。

○進研模試の国数英総合・５科総合の平均点偏差値がい
ずれも48.0以上になっており，国数英総合・５科総合の偏差
値50以上が70人以上，60以上が５人以上になっている。
【現状】現２年の進研模試の国数英の平均点偏差値は11
月が48.4、1月が50.1である。11月は50以上が71人で１月は
102人、60以上が11月は4人で1月は5人である。
○情報処理検定と簿記実務検定における１級合格率が５
０%以上、全商英語検定１級合格率は７％以上とする。
【現状】現３年の情報処理検定と簿記実務検定は昨年度は
９月の時点合格率40%を超えている。英検については合格
率９％と例年に比べるとかなり高い。

・国数英において定期的に週末課題を課している。また教
科によってはスタディサプリの配信や放課後の補習等を行
い基礎学力の定着を目指している。成績で学習時間を比
較したところ、平日平均はどの層も２時間程度となっている
が、成績上位層と下位層では休日の学習時間に50分程度
の差が出ている(進路指導係調べ)。全体的な学習時間の
確保が必要であるが、特に、下位層の休日の学習時間の
増加・定着を図れるよう指導していきたい。

B B

11月の進研模試の結果はまだ届いていないが、
7月の進研模試の国数英総合の平均点偏差値、
また平均点偏差値50以上の目標値は達成できて
いる。平均点偏差値50以上の人数は昨年度の人
数の８割程度に留まっている。
情報処理検定・簿記実務検定は１月に行われる
が、１級合格者は50%を超える見込みである。全
商英語検定１級の合格率は7%を超えることがで
きた。12月に行われる検定では合格者を増やし
ていく。

B
A B

英語科はクラス対抗英単語テストや
英検クラブ、数学科は独自の問題集
を作成・放課後補習を行うなど、各教
科が工夫を凝らして生徒のやる気を
上手に引き出している。その成果が
現れつつあると考えられる。ただ、家
庭での学習時間の増加には繋がって
いないのが現状である。

妥当で
ある。

適切で
ある。

3年

主体的対話的で深い学びの
実現を核とし，ＩＣＴ機器を効
果的に利用することで，生徒
の学力を向上させる。普通
科・国際情報科は進研模試の
成績，商業科は検定合格率を
それぞれ向上させる。

授業（予習・復習）や課題の指導，小テ
スト，検定補習，土曜講座，ＩＣＴ機器の
活用の促進

・普通科・国際情報科は，進研模試の国数英総合・５科総
合の平均点偏差値がいずれも48.0以上になっており，国数
英総合・５科総合の偏差値50以上がそれぞれ45人以上・35
人以上，60以上がどちらも3人以上になっている。
【普通科・国際情報科　進研模試　R3年度平均点偏差値５
回平均（国数英総合46.0，５科総合45.0）
R3年度 偏差値50以上５回平均（国数英総合42人，５科総
合32人）
R3年度　偏差値60以上５回平均（国数英総合2人，５科総
合2人）】
・商業科は，全商情報処理検定・全商簿記実務検定におけ
る１級合格者が50名、全商英語検定10人になっている。
【商業科　R3年度検定合格者３カ年合計　全商情報処理検
定１級45人、全商英語検定１級9人、全商簿記実務検定１
級48名】

・普通科国際情報科
6月,7月進研模試　国数英総合
平均点偏差値50.6, 51.3 偏差値50以上112名, 107名　60以
上12名, 21名
6月,7月進研模試　５科総合
平均点偏差値49.3, 50.2  偏差値50以上86名, 89名　60以
上11名, 18名
であり、目標を上回っている。数値だけでなく、進路実現に
向けて面談や演習を実施したい。
・商業科は簿記１級合格者は24名、全商英検１級合格者は
26名であった（情報処理は後日判明）。今後も個に応じた
指導にあたりたい。特に、進学・就職において早めに準備
が必要な生徒は余裕を持って準備に取り組ませたい。

A
A
A
B

A

・普通科国際情報科　進研模試５回(6月,7月, 9
月, 10月, 11月 )平均
●国数英総合：平均点偏差値49.2　偏差値50以
上84名　60以上13名
●５ 科 総 合  ：平均点偏差値48.0　偏差値50以
上69名　60以上10名
であった。
・商業科の検定結果
●[英語系]全商英検１級合格者26名
●[商業系]簿記１級合格者24名、情報処理１級
合格者48名
※検定は12月末現在の結果で，1月の検定で最
終決定

A
A
A
B

A

「平均点偏差値については，例年受
験日に受験していない生徒（概して平
均点を下げる生徒）がいるが，本学
年は受験可能生徒全員を集計に入
れている点（参考：10月進研受験者
は、昨年度161名、今年度受験者181
名）」，「各偏差値帯の人数について
は，一昨年以前と比べ普通科が１ク
ラス減っている点」の２点を考え合わ
せれば，本年度の成果は十分に出て
いると考えられる。教科担当者の粘り
強い指導（小テスト，授業や課題の
ﾁｪｯｸ，声掛け・発奮）や，担任の先生
による声掛けや個別面談，３年団に
関わっていただいてる全ての先生の
指導の賜物である。
・商業科の検定の合格率も，授業担
当者の平素の指導や担任の先生の
答えかけ，補習などの指導の成果で
ある。

妥当で
ある。

適切で
ある。

3 総務
課

・各科，課，教科等との連携を
深め，小中学校に向けた広報
活動の充実を図る。

・オープンスクール，学校説明会等を通
して中学校の先生方や中学生・保護者
に本校の教育活動について正しく理解し
てもらえるよう工夫を行う。

・実施後のアンケートにおいて「本校の教育活動について
よく理解できた」がそれぞれ70％を超えている。
（R3:62.2％，R2:未実施，R1:69.1％）

・本年度のオープンスクールも昨年度と同様の形式（施設
見学・部活動見学は実施）で行った。コロナ禍であったた
め、欠席者が多く、昨年度より大幅に参加者は減ったもの
の無事に実施することができた。アンケートの集計・分析は
今進行中。また、SNSによる学校の発信もスタートし、じわ
りとフォロワーも増えつつあるので、合わせて広報していき
たい。ただ、校内での運用体制が課題。 B B

・オープンスクールアンケート集計によれば，「学
校や学科の様子がわかり大変よかった」と答えた
割合はR4:81.5％, R3: 58.6％と大幅にアップした。
また、昨年に続き10月には学校説明会を実施
し，216名の生徒・169名の保護者が参加した。
SNS（ツイッター）を使った広報活動も8月より実施
し，じわじわとフォロワーも増えている。 B B

広報活動が志願者数や入学してくる
生徒の状況にどう影響しているかは
長期的に分析をする必要があるので
この段階では明確にはわからない。
ただ，毎回多くの中学生がOSや説明
会に参加を希望してくれているので
改善を加えながらこの形を続けてい
きたい。ツイッターについては、HPと
のすみわけと掲載回数等運営に多く
の工夫が必要である。

妥当で
ある。

適切で
ある。

2

・他校の広報活動を参考にしながら，生
徒からの入学後のアンケート等を活用し
更なる改善を図っていきたい。
　SNS（ツイッター）については，総務課
内での運営がもっとスムーズになるよ
う、速やかな発信ができるよう工夫をして
いきたい。

目的や目標が明確になることが学習意
欲に繋がっていくと考えられるため、クラ
スでの雰囲気作りが重要でるある。
進路指導課の分析によると、どの順位
層も学習時間が減少しているが、継続す
ることにより成績が伸びている生徒もい
るので、個々の指導もしっかりと行ってい
く。

進路研究については、知識不足等でしっ
かりと深く考えていける状況でない生徒
も多い。今後CCTは探究活動が中心に
なっていくので、進路LHRだけでなく担任
面談、教科面談等で個に応じたアドバイ
ス等も必要になってくると思われる。

普通科国際情報科において，数値的には目標
を達成しているが，個々の生徒の進路実現に
向けて最後の指導にあたりたい。なお，平均点
偏差値及び５科総合の偏差値を下げる主たる
要因は，受験科目として地歴公民や理科や数
学を必要としない生徒（主に文系私立大・短
大・専門学校志望の生徒）である。その場合，
平均点偏差値及び５科総合の偏差値の向上
を目標に掲げても，目標の達成がしにくい状況
が生まれると考えられる。しかし，本学年は進
路志望においてできるだけ国公立大を目指さ
せてきた。また，科目を勝手に取捨選択しない
こと，「受験は団体戦」というテーマのもと周り
と協力（配慮）して学習に取り組むことの必要
性を繰り返し説いてきた。商業科においても，
力を合わせて検定に合格する雰囲気を作って
きた。それらが実を結んでおり，結果だけでな
く過程も含めて次の学年に活かせるような指
導ができたと考えている。これを次年度に活か
すことで，学校全体へ貢献していきたい。

4 ページ


